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ムをIEEE/ACM Transactions on Networking 
や国際会議 IEEE International Conference on 
Quantitative Evaluation of Systems （QEST） 
において発表し，高い評価を得ています。ま
た，高水準確率ペトリネットである MRSPN 
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し い 化 学 」 と
い う 大 き な コ
ン セ プ ト の も
と に 各 教 育 科
目が連携し，物
質 化 学 全 般 を
シ ス テ ム と し
て 捉 え， 機 能
材 料 物 質 の 分
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The Fourteenth International 
Symposium on Artificial Life and 
Robotics 2009に 発 表 し た 論 文
「Unconstrained and Noninvasive 
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「Melting and solidification of TiNi 
alloys by cold crucible levitation 
method， and evaluation of their 
characteristics」と題した投稿論文
が，平成20年のInternational Journal 
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題目：Managing sales return in 
dual sales channel: An analysis of 
its product substitution
著者：Erwin Widodo, Katsuhiko 
Takahashi, Katsumi Morikawa, I 
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＜表紙説明＞
建築の持続性としての広島大学総合博物館の改修
社会環境システム専攻　建築計画学講座　建築設計学研究室
岡　河　　　貢
　20世紀の建築の課題を一言でいえば，機能的な建築を大量に造るということだったと思います。
これによって多くの人々に便利な建築が供給されることになりましたが，大量生産は大量廃棄とい
う問題をつくりあげ，建築もスクラップアンドビルドを繰り返すことになりました。
　21世紀になって建築の課題は様々ありますが，そのなかで，地球資源を有効に使う，持続的な建
築の設計という課題があります。広島大学総合博物館は講義室を展示室という機能に変更するにあ
たり，建築の持続性がひとつの形になったものとしての試みです。講義機能を展示機能に更新する
ために，外壁に鉄板という素材を使いながら持続的な建築デザインとして講義室が博物館の展示室
に生まれ変わっています。黒い鉄板をつかったのは錆びてゆくことも風格として持続的に獲得して
ゆこうとするデザインです。大学の建物のデザインは社会の要請に先駆けることも必要なことです。
その意味ではこの建物も未来へのデザインの実験として設計されています。
　設計の始まりは講義室を利用して博物館にするということでした。一般的には博物館としての建
築を設計することから多くの大学の博物館はつくられていますが，広島大学では使わなくなった講
義室の再利用というスタートでした。まずはじめに既存の建物があるということは，博物館にとっ
てはやっかいな条件です。しかし，このことがかえって現在の社会がこれから必要な建築のデザイ
ンの方法を見付ける糸口になるかもしれないという反骨精神がアイデアの原動力となりました。
　この教室は大教室としての機能的条件を満たすために部屋の床がスロープになっていました。黒
板に向かって傾いているのです。博物館の床は傾いても機能するという結論を導きだしました。そ
れどころかかえって，床が傾斜しているとこの博物館をめぐる時に変化があり，小さな展示室にさ
まざまな変化が歩行とともにうまれ出るので，傾斜を修正せず利用しました。
　窓は大きく開いていました。これは講義室として光を取り入れるためと，多くの学生の集まる教
室に新鮮な空気を導入するための教室としての機能的な結果でした。しかし，博物館展示室は中の
展示物の保護のため，また，展示品をよりよく見せるためには壁で囲まれた空間にする必要があり
ました。これを解決するためには窓を塞ぐ必要がありましたが，不用意に塞ぐだけではみっともな
い外観になってしまうおそれがありました。この解決がもっとも大きなデザインの問題でした。し
かも，短期間でできるだけ既存の建物に手を加えず窓を塞ぐためには肉厚の鉄板で開口を外側から
囲い，内部は窓の内側で仕上げるという方法が最もうまくゆくということになりましたが，鉄板は
錆の問題があり，長い年月の使用にどれくらい耐えるかということが問題でした。肉厚の鉄板です
から錆びて穴があくことはありませんが，錆は見た目にどのようになるのかが見当がつきませんで
した。幸い，茶系統のレンガタイルの外壁の仕上げでしたので，黒か茶であれば色彩的にはバラン
スのひどいことにはならないという予測はつきました。ここで思い切って黒という色を選んだのは，
茶色のペンキですと色彩的には外壁とバランスするのですが，ペンキの安っぽさがレンガタイルに
負けて軽薄な印象になったときに，博物館というある種の重厚さを必要とする建物として再生でき
るかということが大きな問題でした。さらに錆の茶とバランスする茶のペイントは至難の技である
と感じました。そこで思い切って黒という色を鉄板に塗ることを提案しました。黒は建築物として
はなかなか使うのが難しい色ですが，うまくいくと大変効果的な色で，日本人は本来建築に黒を使
うのは上手なのです。日本建築の「粋な黒塀」という言葉があります。黒い鉄板は結果的には大変
うまく既存の建物と古くて新しいバランスをもたらしてくれたと思います。
　入り口の導入は鉄板でつくった彫刻的な通路が既存の窓のところに取り付けられました。これは
博物館の入り口のサインであると同時に，博物館という施設の独立性を確保する装置です。構造的
にもこの部分は自立させるために，構造解析を建築の構造学研究室の協力でしていただきました。
この部分はできてみると，能舞台の橋懸かりのような，大学空間と博物館空間の時間的接続という
機能を持つことに気がつきました。正面に緑をみながら，この通路を博物館に入ってゆきます。左
に向かうと展示室に入ることができます。
　このように，建物としては小さな改築ですが，大学の博物館ならではの現代的な建築の課題に対
してさまざまな思考がこめられた建築として，これからも持続してこの建築が広島大学のキャンパ
スの要素として存在してくれることを見続けてください。
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高性能光学プラスチックの開発
（物質化学システム専攻　応用化学講座　機能高分子化学研究室）
　発行　広島大学工学部・大学院工学研究科
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　編集　広島大学大学院工学研究科広報委員会  「工学部だより」編集責任者　石井　抱
　軽量で成形加工性に優れさまざまな性能・機能を有するプラスチックは，人類の活動と環境との調
和が強く求められる現在，ますますその活躍の場を広げることが期待されています。無機ガラスが主
流であるガラスやレンズなどの光学材料も，省エネルギーの観点からプラスチックへの代替が求めら
れています。しかし，光学用プラスチックとして現在用いられているポリマーは，耐熱性や吸湿によ
る寸法変化などの問題点を抱えています。これに対し，遷移金属触媒によるノルボルネン類のビニル
付加重合やオレフィンとの共重合によって得られる主鎖に環状構造を有する炭化水素系ポリマーは，
高透明性，高耐熱性，低複屈折，低吸湿性を兼ね備えた新規な光学材料として期待されています（図
１）。
　ポリノルボルネン（図1－Ⅰ）は，ガラス転移温度（軟化点）が約400℃と高耐熱性を有するものの
熱分解温度が近く，フィルムを作成するためにはクロロホルムなどのハロゲン化溶媒を用いた溶液キ
ャスト法を用いなければなりません。当研究室では新規なニッケル錯体１を触媒に用いると，シクロ
ヘキサンなどの非ハロゲン化溶媒に室温で簡単に溶ける高分子量ポリマーが効率的に得られることを
見いだしました。
　また，ポリノルボルネンの熱的性質や力学的性質は非環状オレフィンを共重合することにより制御
可能ですが，従来の触媒ではエチレンしか共重合できず，物性の制御には限界がありました。当研究
室で合成に成功したチタン錯体２は，ノルボルネンとエチレンのランダム共重合を高活性で進行させ
るだけでなく，プロピレンや1－ヘキセンなどの1－アルケンとのランダム共重合にも有効で，高分子
量の共重合体を高活性で与えることを明らかにしました（図1－Ⅱ）。この触媒を用いれば共重合組成
や1－アルケンの種類を自由自在に制御できるので，新規な高性能・高機能光学プラスチックの開発に
つながるものと期待しています。
図１　遷移金属錯体触媒による高透明・高耐熱プラスチックの合成
